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はじめに

川崎医科大学は中国四国地域では唯一の私立

医科大学であり，既に設立後40年を経て，建学

の理念である「人間をつくる　体をつくる　医

学をきわめる」を達成するべく，１）太陽と緑

と草花のあふれる広大な自然環境，２）清潔な

近代的校舎・充実した教育施設・高度な研究設

備・完備したスポーツ施設などの人為的環境，

３）全国的視野にわたって招いた，優秀な教職

員組織の人間環境，そして４）お互いに友情を

温め合い，協力精神を育て合うにふさわしい全

寮制の生活環境の整備を行ってきている。この

建学の理念のもとに行われる近代的・実践的な

特色ある教育は，医学教育界の高い評価を受け

ている１）。

それのみならず，日本の中の高等教育機関と

して，あるいは岡山県もしくは倉敷市に存する

大学として，種々の大学間の連携事業や産学官

連携事業にも参画し，本学の有する教育・研究

さらには診療に関連した人的あるいは知的な資

材を広く国民や社会に向けて発信し，貢献する

ことにも努めている。表１には，筆頭著者が大

学役職として関連している対外活動の一覧を示

す。
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抄　　　　録

川崎医科大学では，大学連携・産学官連携を始め，多くの地域に根差した対外活動に参画してい

る。私立単科医科大学という独自性を踏まえつつ，岡山県あるいは倉敷市に存する高等教育機関と

して種々の連携を行っていっている状況にある。本稿では，その中で大学あるいは産学官連携事業

以外の「岡山県企業誘致推進協議会」，「岡山発国際貢献推進協議会」とともに，本学の国際交流の

中で，筆頭著者が関与している「医学教育振興財団を介した国際医学研修」および「国際医学生連

盟を介した医学生交流」について紹介する。さらにこういった全体の活動について総括する。

キーワード：岡山県企業誘致推進協議会，岡山発国際貢献推進協議会，医学教育振興財団，

国際医学生連盟

Abstract

Kawasaki Medical School is taking part in external activities which originated in many areas
including university cooperation, industry-academia-government cooperation, and others.  A variety
of cooperative initiatives are performed as an institution of higher education located in Okayama
Prefecture or Kurashiki city, being based on the uniqueness and originality of a private, single
medical faculty.  In this article, our external activities other than those pertaining to “University” or
“Government-industry-academia” cooperation, such as “Okayama Company Invitation Promotion
Meeting” and “The international-contributions promotion conference from Okayama”, in which our
medical school is a member, are discussed.  Additionally, other activities of our medical school related
to international exchange programs of medical students, such as “Elective Placements between
medical universities between UK and Japan” conducted by the “Japan Medical Education Foundation”
and the “Short-term Medical Studying Abroad Program”organized by “The International Federation
of Medical Students’ Associations (IFMSA)”, are introduced in this article.

Key words: Okayama Company Invitation Promotion Meeting
The international-contributions promotion conference from Okayama
Japan Medical Education Foundation
The International Federation of Medical Students’ Associations (IFMSA）
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別稿「その１」２）では，これらの中の主に大

学連携事業について，その紹介，本学の活動状

況さらにはそれぞれの組織の抱える課題などに

ついても言及し，「その２」３）では，主に産学官

連携事業について紹介した。本稿では，それら

以外の対外的活動，あるいは，筆頭著者が対外

活動担当学長補佐職として関わった活動などに

ついて報告する。これらの中で，いくつかの組

織団体などでは，イベントなどに参加するだけ

のこともあるが，川崎医科大学として会員とな

っており，高等教育機関のひとつとして参入を

しているものである。われわれが日常従事して

大槻 剛巳：川崎医科大学の対外活動：その３ 63
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いる教育，診療そして医科学研究と趣を異にす

るコンセプトのものも多いが，私立医科単科の

大学として，医学医療教育に専心し，本学学生

が十分な知識と技能を取得した上で，医師国家

試験に合格し，将来にわたって良医たらんこと

の礎を構築することを最重要課題として取り組

むことが，本来如何様にもずれてはいけない本

分であるが，観点を変えてみると岡山県，ある

いは倉敷市に存する大学という高等教育機関で

あることの地域に対する責務，もちろん最先端

医療の提供自体が地域貢献であることは言うま

でもないのだが，それ以外にやはり知の結集と

科学技術に寄り添ったシーズを多方面にわたっ

て有しているのが大学組織という認識であり，

その有効な利用は地域にとっても種々の産業発

展や，地域の知力の向上などにも密接に関与す

るものと捉えられるのであろう。その場合に，

短絡的な本学学生や教職員の利益や恩恵ばかり

の面でなく，大学組織としての自覚の中で対応

しないとならない事例などもあってしかるべき

とも察せられる。

こういった観点も含めて，いくつかの組織団

体を紹介する。

Ⅰ．岡山県内の組織

表１の中で，大学連携あるいは産学官連携と

イノベーション創出という観点で関与が深いも

のについては，別稿「その１」２），「その２」３）で

紹介した。それ以外にも県内組織に会員として

参加しており，総会やイベントなどに参加依頼

が届くものがある。こういった組織を紹介した

上で，参加状況の報告を記載する。

１）岡山県企業誘致推進協議会

これは県内の経済団体，産業振興団体，金融

機関，学術研究機関および行政機関など22団体

が会員となって構成され，石井岡山県知事が名

誉会長を務める協議会である４）。実際の活動は，

各会員からの推薦により企業誘致アドバイザー

を委嘱し，取引先は共同研究などのつながりの

ある関係者への岡山県の立地環境の優位性など

のアピールをすること（実際に筆頭著者も，会

員である川崎医科大学からの推薦ということで

委嘱を受けている），ものづくりや企業立地に

関連するセミナーの開催，情報の収集あるいは

メールマガジンの発行などである。

例年，６月に総会が開催され，筆頭著者が担

当してからは，いずれも県庁３階奥の大会議室

でマスメディア取材されている中で開催され，

翌日には新聞記事として紹介がある（図１）。

大学等学術研究機関の会員は岡山大学，岡山県

立大学，岡山理科大学，倉敷芸術科学大学，津

山工業高等専門学校と本学であり，同時に経済

団体（岡山県経済団体連絡協議会，岡山県商工

会議所連合会，岡山経済同友会など）や産業振
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図１　2009年度岡山県企業誘致推進協議会総会を紹介する山陽新聞記事。
はからずも最手前の背中は筆頭著者である。
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興団体，金融機関として岡山政策投資銀行岡山

事務所，日本政策金融公庫岡山支店，商工組合

中央金庫岡山支店，岡山県銀行協会，さらには

行政機関も岡山県以外に，岡山県市長会と町村

会が会員となっている。前述のように石井正弘

知事は名誉会長であり，現在会長は岡山経済同

友会の代表幹事を務められているナカシマホー

ルディングス株式会社，中島基善代表取締役社

長が任に就かれている。

2011年度の総会では，成長が期待できる次世

代自動車や新エネルギー関連分野などにターゲ

ットを絞り，岡山県へ立地することのメリット

をアピールしながら，産学官が連携して企業誘

致活動を戦略的に展開する事業計画などが決め

られた４）。それまで参加した総会に比して，今

年度（2011年５月16日）は種々の団体会員から

の出席者も変化があったのか，比較的自由闊達

な意見交換が行われ，県としての企業誘致のパ

ンフレットの詳細についての意見や，知事がト

ップセールスとして実施するのは東京と関西で

はどのように違うかなどの検討なども知事から

事務方に発せられる場面などもあった。さらに

東日本大震災と原発事故に伴う放射能漏れを受

けて，太陽光発電のメガフォーラムの話題や，

（今年は久しぶりに台風の直撃を受けたものの）

岡山県という比較的天災が少ない立地などの優

位性についてのアピールの方策などが検討され

ていた。

本学が実質的に企業誘致に対してどこまでの

貢献が出来るかどうかは不詳な部分も多いが，

本学が中四国地域唯一の私立医科大学であるこ

とによって，岡山県は中四国地域の他県と比較

して，医学医療に関連する研究シーズの多さや

需要の多さを，その特徴として捉えられている

ことは，この企業誘致推進協議会のみならず，

産業戦略推進会議などでも何度も意見として述

べられる事実である。もちろん岡山大学医学部

では，別稿で示したOMIC活動５）をはじめ，

種々の産学官連携の展示会などでも医歯薬研究

科組織としての出展なども多く，相当に精力を

注いでいることは，明白であるが，やはり本学

がここに立地していること自体が，やはり岡山

県の産業振興に一定の方向性を打ち出している

ことを，本学としても十分自覚しなければなら

ない印象を抱いている。

２）中小企業支援ネットワーク強化事業（2011

年度）６）

この組織の説明の前に，まず2010年度に，そ

れまで「地域力連携拠点事業」７）として経済産

業省・中小企業庁が採択した金融機関や商工会

議所等の，半ば『公』の機関から無料でコンサ

ルタントを派遣してもらい，中小零細企業が解

決したい『悩み』の解消に向け，コンサルティ

ングを行うという制度が，2009年度の事業仕分

け８）で廃止されたのを受けて，「中小企業応援

センター　産業振興ネットワーク」事業として

発足したものがあった９）。県内でのセンター数

を減少させ，かつ岡山県であれば，財団法人岡

山県産業振興財団を代表法人とし，PFI岡山イ

ンキュベート株式会社（岡山リサーチパークイ

ンキュベーションセンター），玉野産業振興公

社，中国銀行ならびに大学等研究機関代表とし

て岡山理科大学を有する加計学園の５法人がコ

ンソーシアムを形成して，中小企業応援センタ

ーにコーディネータを配置し，中小企業の新事

業展開，創業・再チャレンジ，事業承継，もの

づくり，さらに新たな経営手法への取組などに

ついて，専門家派遣，セミナーやビジネスマッ

チングの開催，さらに無料相談などを実施する

組織であったが，これもまた2010年度の事業仕

分けで廃止の判定となり，本項の事業は2011年

度に新たに発足した組織と理解される。事業仕

分け８）に伴って新聞報道などでも，省庁は廃止

を受けても，いわゆる看板だけ架け替えて同様

の事業を実施するように予算請求をすることが

よく報じられたが，この組織の流れをみるとま

大槻 剛巳：川崎医科大学の対外活動：その３ 65
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さにその報道は否めない印象もある。

いずれにしても，こういった経緯で2011年度

は「中小企業支援ネットワーク強化事業」とし

てよみがえったものである。本学では2010年度

の「中小企業応援センター」時に大学組織を代

表して加計学園がコンソーシアムに参画された

ことを受け，大学への案内などもあって，都合

のつく際には，会議イベント等に参加している。

またコーディネータの方も，事業展開の説明な

どで来学されることもあった。

実質的に，先述の岡山県企業誘致推進協議会

と同様に，直接的に本学や川崎学園の事業内容

自体が，密接に関連することはないと想定され

るが，これもすでに記載したように，医学医療

系ということによって，本学への産業界からの

視点が，当事者である我々が考えているところ

と異なって，注目されている事実がある。接点

が非常に多いことにはならないと思うが，外か

らの視点を鑑みるとともに，別稿「その２」で

も述べた本邦における産業活性化のひとつの道

筋としての科学技術に立脚したグリーン・イノ

ベーションそしてライフ・イノベーションの中

で医学医療が関連する分野が多いことも認識

し，対外活動の中で本学の担うべき役割や立つ

べきポイントについて，十分に思考することも

必要なことではないかと考える。

３）岡山発国際貢献推進協議会

この組織は2006年10月５日に設立された『県

内のNGO，経済団体，企業，農業団体，国際関

係団体，教育機関，メディア，行政等間の連携

を強化，協働事業の創出及び実施の実現を図り，

国際貢献活動に対する理解の促進や活動のすそ

野を広げることにより，国際貢献活動の一層の

推進に寄与することを目的と』するものである。

役割・機能として『①国際貢献活動に関係する

団体等の連携及び調整，②国際貢献意識の醸成

及び啓発，③国際貢献活動の創出，および④そ

の他この会の目的を達成するために必要な事

業』を挙げている10）。

例年６月に総会が催され，年度ごとに特別講

師の講演なども催されている。2009年度は国連

開発計画（UNDP）親善大使で女優の紺野美紗

子氏による講演11），2010年度は国際貢献を考え

る映画上映会「ウォーダンス／響け僕らの鼓動」

を開催12），2011年度はマザーハウス代表取締役

兼デザイナー山口絵理子氏による『バングラデ

シュにおいて起業を決意した頃からの歩み，途

上国の人にできることが必ずあるとの信念，困

難に直面しても諦めずできるまで頑張り通して

ビジネスを軌道に乗せた体験』を語る講演13）な

どが行われた。筆頭著者は2010年度の総会には

参加できたが，この「ウォー・ダンス」は『反

政府武装組織による虐殺や児童拉致が相次い

だ，アフリカ・ウガンダ北部の子どもたちが，

逆境に負けずに全国ダンス大会に挑む姿を追う

ドキュメンタリー』映画で，『戦争で両親を殺

され家を奪われたウガンダの子どもたちが，仲

間と一緒に奏でる音楽と伝統舞踊を通して笑顔

と希望を取り戻すまでを克明に映し，2007年度

サンダンス映画祭でドキュメンタリー部門監督

賞を受賞。上位入賞を目指して，ひたむきに努

力する子どもたちの姿が感動を呼ぶ』作品であ

った14）。また筆者が参加した国際貢献講演会15）

では，国際開発高等教育機構（FASID）理事

長，元国連協力事業団（JICA）総裁の川上隆

朗氏の講演や，県内の岡山ロータリークラブの

ラオスでの家畜銀行の取組や，高梁ロータリー

クラブのカンボジアでの教育支援活動などの事

例報告なども紹介されていた15-17）。

2011年度は，創立５周年を記念して「岡山発

国際貢献推進協議会５周年記念イベント」が10

月16日に開催され，本学では小児科（中野，田

中）によるタイ王国における国際医療貢献を中

心に，後述する医学研修に関連した活動をブー

ス出展し紹介した18）。本協議会の構成団体には

いくつかの大学組織も入っているが，新見市の
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公設国際貢献大学校以外には，岡大のボランテ

ィア同好会たわしや岡大アフリカ留学生会の出

展があるのみであったので，医療あるいは医学

研修の範疇での国際貢献としての活動の紹介が

出来たことは意義があったと感じている（図２）。

また，2009年３月には本協議会の中の備中地

域に限定した「備中地域打ち合わせ会」19）が催さ

れた。学校法人高梁学園（2010年４月より学校

法人順正学園，県内組織は吉備国際大学，吉備

国際短期大学（旧順正短期大学），順正高等看護

専門学校）によるボランティアセンターの活動，

公設国際貢献大学校の活動紹介，後述の倉敷市

国際交流協会の「国際協力・交流フェアinくら

しき」の紹介とともに，本学でも医療従事者の

国際交流の概要（設立当初のミネソタ大学との

交流，中華人民共和国北京にある首都医科大学

との交流，研修医の海外臨床研修制度，ESS部

活動に伴う国際医学生連盟での留学生受入れ

（後述）とともに，著者の教室で受け入れた政

府開発援助（Official Development Assistance;

ODA）を介した中国瀋陽，中国医科大学の研修

生の受入20）と，NPO法人日本・ミャンマー医療

人育成支援協会（理事長：岡山大学名誉教授，

元病理学教授　岡田茂先生）21）を介したミャン

マーからの研修生受入22-24）を報告した。

４）倉敷市国際交流協会

これは『倉敷市の国際交流・協力・貢献を総

合的に推進するため市民参加によって設立され

た団体』である25）。姉妹・友好都市などとの海

外交流事業として姉妹都市訪問青少年生活体験

団派遣事業，学生親善使節受入事業，市民訪問

団派遣と受入事業などを，国内交流事業として

倉敷国際ふれあい広場，倉敷イングリッシュキ

ャンプ，情報提供事業－What's upの発行など

を，そして国際協力・貢献事業として国際協力

・貢献講演会および研修会開催や留学生等への

中古自転車交付などを実施している団体である。

毎年６月に行われる総会には本学にも案内が

届くこともあり，日程時間の都合がついた2010

年度の総会には参加してきた26）。伊東倉敷市長

の挨拶やスリランカ生まれで，経済学/民際学

博士，羽衣国際大学准教授であるJ.A.T.D.にし

ゃんた（J.A.T.D. Nishantha）氏27）による講演

もあった。同氏は，落語家，タレント，京都府

名誉友好大使，NPO法人多民族共生人権教育

センター理事，講演講師としても活躍中で，講

演の後半は，お得意の落語のご披露もあった。

Ⅱ．その他の担当する対外活動領域について

別稿の「その１」，「その２」により大学連携

事業，産学官連携事業を紹介し，本編ではその

他会員などとして参画している組織団体と本学

の関与の実状の報告をしてきた。

本編を含めたこれら３編の著述では，筆頭著
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図２　2011年10月16日，岡山発国際貢献推進協議
会創立5周年記念事業における川崎医科大学
出展ブースの様子ならびに会場の風景。
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者が学長補佐職として担当している対外活動に

ついての報告としているため，川崎医科大学と

して実際に行っているものの，担当外部分につ

いては，報告するだけの詳細な経緯と現状の把

握が十分ではないため，取り扱っていない。

たとえば，英国Oxford大学Green Templeton

Collegeとの国際交流や，研修医の短期留学によ

る海外医学研修，附属病院における県内や倉敷

市内の医療施設との連携協議会などは割愛させ

ていただいている。

その他事項として，本項では，２点を紹介し

たい。一つは医学教育振興財団を介した本学医

学生の英国研修留学と2011年度に初めて実現し

た英国医学生の受入れについて，そして，もう

一つは，本学ESSクラブが参画している国際医

学生連盟を介した本学学生の国際医学研修と本

学基礎医学系教室への海外医学生の受入れにつ

いてである。

１）医学教育振興財団を介した国際医学研修

この財団は『日本ならびに諸外国の医学教育

（卒後の臨床研修を含む）の方向と実情とに関す

る調査研究を行い，その成果を医学教育機関に

提供するとともに，広く社会に公開するなど日

本における医学教育の充実向上について寄与し，

医学の振興と人類の福祉に貢献することを目的

とする』組織であり，1979年に設立された28）。

事業としては以下が財団ホームページに掲載さ

れている28）。

１）医学教育に関する調査，研究および資料の

収集を行い，その成果を医学教育機関に提

供する国内医科大学視察と討論の会。

２）医学教育の方法の研究に対する助成を行

う：医学教育研究助成・医学教育賞（懸田

賞）授与。

３）医学教育機関の教職員に対する研修を実施

し，それを援助する：医学教育指導者フォ

ーラム・医学・歯学教育指導者のためのワ

ークショップ・日英医学教育会議

４）医学教育資料の発行等，医学教育機関から

委託された事業を行う：『J.M.E.F.』刊行・

『国内医科大学視察と討論の会報告書』刊行

５）その他：英国大学医学部での臨床実習のた

めの短期留学・川崎学園グリーンカレッジ

フェローシップ・医療系大学間共用試験実

施評価機構（CATO）に協力

この財団の設立前の準備期間から，川i明徳

理事長は非常に深くかかわってこられたと伺っ

ており，現在も財団理事としてご活躍なさって

いる。また，その他項目にもあるように1987年

より川崎学園グリーンカレッジフェローシップ

も事業として明示されている。

この中で，本学学生も『英国大学医学部での

臨床実習のための短期留学』に応募し，『日本

の大学の医学部学生を，英国の大学の医学部に

おいて４週間実習に従事させ，充実した臨床実

習の機会を与える』という趣旨に基づいて，

『平成24年度に医学部の最終学年に進学する学

生であって，IELTS（International English

Language Testing System）の Academic Module

を受験していること，ならびに実習先の定める

臨床実習期間を終了していること （原則とし

て約１年間）』 という資格要件を満たした上

で，これまで５名が短期留学を経験し，2012年

春にも１名がNewcastle大学へ向かうことが内

定している（表２）。

また2011年には，本学としては初めて本財団

を介して英国Newcastle大学の医学生３名を受

け入れた。財団の担当者の方の話によると，や

はり英国医学生の留学希望先としては東京の大

学であることが多く，都市としての国際的な知

名度によるとのことである。

今回のNewcastle大学からの３名は，大学の

位置するNewcastle upon Tyne市が，イングラ

ンド北東部に位置する都市であり，人口は約30

万人，周辺都市のゲイツヘッドやサンダーラン

ドを含めた100万人都市圏の中心で，北部イン
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グランド最大の都市であるという地理的な背景

と，計８週間の日本滞在の期間の中で，前半４

週間を本学で，後半４週間は順天堂大学医学部

で研修することによって，日本での地方都市郊

外型の大学での医療実態と，東京という国際都

市の中でのそれとを比較するという目的も合わ

せて本学を希望してくれたようであった。

この財団を介した留学生の受入れは基本的に

臨床研修であり，本学では以前より受入れにつ

いては可能であることを提示しており，２年に

１回程度の割合で，各教室にも時期的にいつ頃

であれば（たとえば，月単位で），そして教室

当たり同時期に何人なら受入れ可能かという調

査を実施させていただいてその情報も財団に届

けていた。

実際，今回初めて受入れを実施するにあたっ

ては，まず財団から希望者がいるという連絡が，

実際に来日する約１年前に届き，徐々にではあ

るが，先方の医学生の希望専門科を第４希望く

らいまでの提示を，簡単な略歴自己紹介ととも

に，届けてもらった。その後は，６～８か月前

くらいから，主に電子メールにて，先方の学生

と，本学担当者である筆頭著者の間で本学での

受入れにあたっての略歴，学部長等の推薦状，

成績証明書，健康診断書，予防接種記録，日本

での臨床研修を希望する理由および研修希望の

科と研修内容に関する意見などを改めて提出し

てもらいつつ，こちらでは来日期間に合わせて

の宿舎や学内での居室・デスクの問題などを事

務レベルで検討していった。また，受入れ可能

を財団に提示した段階より，以前から本学の中

に受入れの判定委員会が形成されていたので，

彼らからの書類をもとに，判定もお願いするこ

とになった。実際に英国医学生からの希望専門

科の連絡が入った段階で，研修希望の専門科の

先生方に依頼し，期間などをご検討いただき，

今回は，Mr. Thomas Fretwell君を肝胆膵内科

学で４週間，Mr. Sam Sheppard君は２週毎で

前半を麻酔・集中治療医学１および２で，後半

を脊椎・災害整形外科学で，そしてMr. Richard

Gentle君は，前半２週間を心臓血管外科学で，

後半２週間は麻酔・集中治療医学１および２で

受け入れた。

川i理事長のご助言を受けて，二子レジデン

スに宿舎も準備でき，また学園内プリペイドカ

ードも供与することによって，いわば食・住

（好みかどうかは別として）については確保し

ての研修実施に至った。

研修開始直後の2011年６月16日には，本館８

階レストラン「櫂の木」で，川i理事長のご参

加もいただき歓迎会が行われた29）。また，研修

最後の７月７日には，第211回川崎医学会講演

会として「Newcastle 大学からの医学研修生に

よる川崎医大研修報告会」を開催した30,31）。彼
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川崎医科大学学生の英国留学 
 
 
 
 
 
 
 
英国医学生の川崎医科大学への受入れ 

氏　名 
福永明子 
日野智子 
平　明日香 
坂iさやか 
権　淳英 
井川京子 
 
Mr. Sam Sheppard 
Mr. Thomas Fretwell 
Mr. Richard Gentle

時期（西暦年） 
1997 
2005 
2007 
2009 
2010 
2012 
 
2011

留学先 
Southampton大学 
Birmingham大学医学部一般診療部 
Oxford大学医学部 
Newcastle大学医学部 
Peninsula医科歯科大学 
Newcastle大学医学部 
 
Newcastle大学医学部 

表２　医学教育振興財団を介した医学生の国際交流
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らは，それぞれの子供時代やNewcastle大学の

様子，そして本学での研修を希望した理由など

から始まり，研修中の写真を交えつつ，真剣な

研修と受入れ教室の教員たちとの交流や，週末

などの本学ESS学生を中心とした医学生同士の

交流の様子などを，３人がテーマに沿って入れ

替わり立ち代わりながら，非常に素晴らしいプ

レゼンテーションを提示してくれた。また４週

間の研修に対峙する姿勢なども十分に評価でき

るものであった。さらには，英国医学生はほと

んど麻酔学などは学習しないなどの，日英の医

学教育の差や，英国の医師は水曜日の午後は仕

事をしない，などのエピソードも生の声で聴く

ことができ，双方にとって非常に有意義な研修

期間を過ごすことができたと考えている（図３）。

こういった受入れは，本学の国際交流の中で

も，臨床各科，そして臨床助教，研修医から医

学生も交えた交流として貴重な経験を残してく

れるものでもあり，川崎理事長からも今後もこ

ういった交流が継続できれば好ましいとのご発

言を頂いた上で，彼らへの良好なホスピタリテ

ィの提供と，充実した研修を構築したのだが，

叶うなら彼らから彼らの後輩たち，あるいは教

官たちへ本学での研修をアピールしてもらい，

今後ともこういった機会が設けられることを期

待している。

２）国際医学生連盟を介した医学生交流

本学ESSクラブは国際医学生連盟（the

International Federation of Medical Students'

Associations; IFMSA）32）に加盟している。これ

は1951年に設立されWMA（世界医師会）・WHO

（世界保健機関）によって，公式に医学生を代表

する国際フォーラムとして認められ，ECOSOC

（国連経済社会理事会）の会員資格をもつ非営

利・非政治の国連NGOである。2004年10月現

在100カ国以上が加盟し，200万人以上の医学生

を代表する団体で，本部をフランスの世界医師

会内に置いている。IFMSAには公衆衛生，エ

イズと生殖医療，難民，医学教育，臨床交換留

学，基礎交換留学の６つの常設委員会があり，

さまざまなプロジェクト・ワークショップを世

界各国で運営している組織である。この中の日

本支部は，全国の医学部40校の団体会員および

500人を超える個人会員によって構成され，各

大学のご協力のもと，年間80名を，学生による

運営で交換留学に送り出している。また，非営

利・非政治の原則のもと，子供を通じた健康増

進プロジェクト・禁煙啓発活動・放課後性教育

プロジェクト・在日難民との交流会参加などの

国内活動や，サマースクール・難民キャンプで

のスタディーツアーなど，さまざまな国際活動

も行っている組織となっている。

このIFMSAを介して，表３にあるように本
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図３　2011年に医学教育振興財団を介して医学
研修に訪れた英国Newcastle大学医学生
との交流会。上段は６月13日の歓迎会に
おける川i理事長のご挨拶の場面，下段
は７月13日に川崎医学会講演会で研修報
告を終えた後に，研修証明書を携えて福
永学長と並ぶ左より，Mr. Thomas
Fretwell君，Mr. Richard Gentle君およ
びMr. Sam Sheppard君
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学では，ESS学生の海外短期留学や，行事への

参加とともに，海外の医学生の受入れを経験し

ている。IFMSAを介して本学学生が海外留学

を経験するにあたっては，原則的に，本学でも

同時期に受け入れる（１対１で本学学生が留学

する大学の医学生を受け入れるのではなく，そ

の時期のIFMSAを介して日本への留学を希望

する学生の中から受け入れるシステムである）

ことが必要で，2008年時点でESSの顧問をして

いた筆頭著者は，申込み締切が切迫していたこ

ともあって，本学での研修受入れ科目（主に基

礎医学を挙げることになっていると聞いてい

た）として所属する衛生学の研究内容（環境中

物質の免疫影響，特に珪酸・アスベストについ

て）を紹介していた。

なお，表３に示すように，アジアでの活動な

どのように，ESS学生が医学生連絡競技会の中

で活動する部分については，ほとんど大学とし

ての関与は少なく，海外の医学生の研修受入れ

について，これまで後述のように解剖学や衛生

学とその教員が関与することになる。ただし，

学生諸子が，種々の活動を行っている点につい

ても，教員が知るところになることも価値があ

ると考え，表にはそういった内容も含めて提示

しておく。

2009年に本学学生が留学希望を出したことに

よって，オーストリアの医学生を受け入れるこ

とになり，衛生学ではMr. Johannes Sets君を

８月の４週間預かることになり，実験の見学や

体験を中心に研修してもらった33）。いわゆるイ

ケメンの空手マン，そしてJapanese Animation

Otaku（Otaku is a Japanese slang word which

means someone who has a hobby that they spend

more time, money, and effort on than normal

people do. They know a lot about their hobby

and things related to it; for example, an anime

otaku might spend a lot of time watching anime,

buy a lot of DVDs and other merchandise, learn
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氏　名 時　期 
（西暦年） 備考 

井川京子（当時M3） 

菊岡祐介（当時M4） 
 
 
 
 
 

Mr. Johannes Sets　 
 

ESSメンバー 
 
 
 
 

Mr. Maximillian Makus Kremer 
 

Ms. Micaela Liliane Rea Tobler 

Mr. Michal Fiser 

奥井侑里（M4） 

2009 

2009 
 
 
 
 
 

2009 
 

2010 
 
 
 
 

2011 

 
 

 

2012

エラスムス大学（オランダ）での短期研修。 

島根大学医学部，東京医科大学，奈良県立医科大学
の学生とともにIFMSAの連携組織であるアジア医
学生連絡協議会主催の国際会議において日本支部の
Movie Presentationとして長島愛生園を題材とした
ハンセン病のビデオ作製にあたって，企画，編集，
取材を主導的に実施。 

ウィーン大学医学部（オーストリア），衛生学にて受
入れ。 

IFMSA-Japanの中のプロジェクトとしてAsia Com 
munity Health Project（ACHP）に参加。インドネ
シアスマトラ沖地震の被災地における公衆衛生に関
する実態調査と改善策の提案に関するプロジェクト
に参加。 

インスブルック大学医学部（オーストリア），衛生学
にて受入れ。 

ベルン大学医学生（スイス），解剖学にて受入れ。 

チャールズ大学医学生（チェコ），解剖学にて受入れ。 

ドイツに留学予定。 

表３　国際医学生連盟（IFMSA）を介した本学ESSクラブの活動と海外医学生の受入れ
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about the people who create anime (such as the

people who draw it, or the people who make the

voices of the characters), or create something

(like music or drawings) about anime. Originally,

otaku was a word to speak to someone from

another family with respect. 英語版Wikipedia

より）であったが，基本的にナイスガイで，研

修も真摯に，かつ和やかに終えてくれた。

2011年には，本学医学生の留学希望者は無か

ったのだが，研修希望が３名あり，相談の上，

２名を解剖学教室で，１名を衛生学教室で受け

入れた。衛生学教室で受け入れたMr. Maximill

ian Makus Kremer君は日本のビジュアル系バ

ンドのオタクで，YouTubeを介して日本のポッ

プカルチャーに馴染んでおり，交流目的で行っ

たカラオケでも小林麻美の「雨音はショパンの

調べ」を携帯画面にローマ字表記で歌詞を表出

して日本語で唄っていた34）。解剖学で受け入れ

たMr. Michal Fiser君もアニメオタクであり，基

本的には，やはり日本の文化などに親和性の高

い学生が申し出る印象ではあるが，同じく解剖

学で受け入れたMs. Micaela Liliane Rea Tobler

君は特段そういった事情はないものの，本学を

希望してくれたようであった。３人とも，非常に

熱心に研修してくれたし，また研修期間中は本

学ESS学生との交流や，解剖学教室で研究体験

をしている学生との交流なども深まり，充実し

た医学研修を修めてくれたと考えている（図４）。

Ⅲ．考察

３編にわたる「川崎医科大学における大学連

携，産学官連携等，対外活動について」の紹介

の中で，「その１」２）で大学連携活動，「その２」３）

で産学官連携活動を中心に著述し，本編では筆

頭著者が担当したその他の対外活動とともに，

担当分のみであるが医学教育レベルの国際交流

についても記述した。国際交流については，

Oxford大学との交換留学や，研修医の海外研

修など担当者が異なるため本稿には掲載できな

かった活性度の高いより継続的な事業も展開さ

れていることは，既に周知のことと考えるし，

またそれぞれの担当部門により詳細は紹介され

ている35,36）。

医学教育，中でも本学学生に対して医師国家

試験合格という目標もさることながら，将来に

わたって良医たらんことの礎として知識と技能

を授け，また自発的な向学心を支持，支援する

ための教育とともに，診療と研究を実施する中

で，この３編に記した連携事業などへの参画に

関しては，本学の持てる力を十二分にこれらの

72 川崎医会誌一般教，３７号（２０１１）

図４　本学ESSクラブの加盟する国際医学生連盟を介して来日し，基礎医学研究の研修を行った海外留学生
と受入れ教室。下段左は2009年のMr. Johannes Sets君と当時の衛生学教室一同，上段は，2011年の
Ms. Micaela Liliane Rea Tobler君とMr. Michal Fiser君ならびに受け入れた解剖学教室，そして下段
中は同時期のMr. Maximillian Makus Kremer君と受け入れた衛生学教室一同。
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事業の中で発揮するには，よほど十分な余力を

有していないと相当の労力が必要なことも否め

ないところである。岡山県倉敷市に存する高等

教育機関という形で捉えられる大学としての在

り方あるいは地域貢献などは，ある面，「大学」

という平均的な概念から派生するところがあ

り，特に私立医科単科である本学の種々の取組

が，平均値としての大学の機能という面との間

では，格差が生じているのも偽らざるところで

あろう。地域貢献という意味合いからでも，本

学は本業である附属病院の診療自体が，地域の

医療体制あるいは医療の進展という捉え方の中

で，十分な貢献を提供していると自負するとこ

ろでもある。

このような状況の中で，それでも医学領域に

限定されてはいるが国際交流なども近年は活発

になってきた印象もあるし，それは学生レベル

にも十分浸透してきているようである。さらに

こういった経験をした卒業生が，本学附属病院

での研修を終えてそれぞれの教室で中核となっ

て活動し始めている事実も喜ばしいことと考え

る。

本稿で掲げた内容については，今後とも機会

と日程などの調整がつくのであれば，積極的に

関与していきたいと考える。

Ⅳ．全体の総括

３編にわたった本学での対外活動について，

それぞれの項目に関しては十分な対応が出来て

いないところや，最適でない方向性の中で活動

していると感じられる部分があるかも知れな

い。この３編では筆頭著者が担当した活動につ

いて紹介したので，ご批判，ご意見は是非大槻

までお届け願いたい。また大学内での種々の役

職はある程度の期間を経るたびに，変遷してい

くものであり，新たな担当の方に役割を委譲す

ることによって，改善される部分も多いと感じ

ている。

繰り返し記載してきたが，本学の特性，自主

性あるいは独自性と，いくつかの連携事業や交

流事業については，なかなか直達的に関連付け

難いものも多い。大学連携に伴う単位互換制度

などは典型的な例と捉えることが出来ると思わ

れる。そして，医学教育・診療と医科学研究と

いう本学の邁進すべき本来業務を遂行していく

中で，しかし時には，立地地域に立脚した高等

教育機関中でも医科ということで科学技術とし

ての専門領域，あるいは国としても経済発展の

ために掲げている環境と健康，すなわちグリー

ン・イノベーションとライフ・イノベーション

は，後者は直接的に，また前者も筆頭著者が

「公衆衛生，健康科学，予防医学」系の第４学

年「医学・医療と社会ユニット」37）の中で担当

する環境保健あるいは地球環境と健康という観

点からは十分に関連のあるテーマでもあり，こ

ういった観点の中での本学の存在の意義やその

担うべき役割について，国，県あるいは市域の

中で考えてみることも必要なのかも知れない。
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